
令和７年度の新しい取組について（R7.１１月末時点）

健康増進計画 健康松戸21Ⅳ

青壮年層への取組

      1-(4） アルコールによる健康障害の予防 P １

2-(2) がん検診の推進 P ２～３

2-(3) 糖尿病の発症予防・重症化予防  P ４～５

健康づくりにおける周知啓発の取組

2-(4) フレイル予防の推進  P ６

3-(1） 健康づくりネットワークの強化 P７

今後の主な取組予定について P８

令和８年２月１０日 健康推進課

資料2



松戸クラフトビールフェスwithはしご酒における啓発活動

・目的
アルコール飲料を提供する場で健康に
配慮した飲酒について周知し、多量飲
酒防止につなげる。

・実施場所
松戸駅西口デッキ

・開催期間
令和7年11月20日（木）～11月24日（月）

・実施方法
健康に配慮した飲酒についてのちらし
を会場のテーブルに掲示。

・設置場所
会場内の各30テーブル

・※参考
5日間の来場者数 約2,592人

青壮年層への取組
1-（４）アルコールによる健康障害の予防

多量飲酒防止の周知啓発 ～関連分野～
2-（3）

新規

＜会場テーブルに設置したちらし＞

１

＜当日の会場の様子＞



大腸がん検診受診率向上に向けた動画
・目的
動画を利用して、大腸がんに関

  する知識、市検診の状況、医師
  の視点からの検診の必要性等を、
  市民に分かり易く伝える。
・対象
大腸がん検診対象者となる40歳

  以上の男女
・動画内容
①統計値から見た大腸がんの傾

  向
②松戸市の検診状況や受診方法
③大腸内視鏡の必要性（精検判

  定者、50歳代で一度は受診を推
  奨）
④医師インタビュー

・活用方法
①検診受診券に同封する
「けんしんガイド」にQRｺｰﾄﾞ掲
載

②市SNS（LINE、X）
③YouTube（松戸市まっちゃん
ねる）＜松戸市医師会消化器がん検診部会監修の動画作成＞

新規

２

青壮年層への取組
２-（２）がん検診の推進【重点的な取組】



青壮年層への取組
２-（２）がん検診の推進【重点的な取組】

がん検診未受診者への受診勧奨 希望の虹プロジェクト
・目的
がん検診未受診者へ再勧奨する
ことで受診を促し、受診率の向
上につなげる。

※NHKと全国自治体、希望の虹プロ
ジェクトの協働による「がん撲滅
キャンペーン（がん検診の受診を
呼びかける企画）」としてNHK番組
「 あ し た が 変 わ る ト リ セ ツ
ショー」でがん検診の特集がされ、
松戸市もプロジェクトの趣旨に賛
同しキャンペーンに参加した。

・発送日
令和7年9月9日

・発送数
約10,500名

 
・対象

がん検診（胃、乳、子宮、肺、
大腸）の令和7年度未受診者
※過去受診歴を参考に対象者を
抽出

・テレビ放映日
令和7年9月18日（木）
NHK番組「あしたが変わる
トリセツショー」19：30～

新規

＜NHK「あしたが変わるトリセツショー」がん撲滅キャンペーン2025＞
３



中央保健福祉センターにおける
ウインドウポスター掲示および
ブルーライトアップ

中央保健福祉センター 玄関前掲示
糖尿病関連のリーフレットの配布

青壮年層への取組
2-（3）糖尿病の発症予防・重症化予防【重点的な取組】

新規 新規

＜歯間清掃用具の周知＞ ＜実物大料理カードの展示＞ ＜歩数のシールアンケートの実施＞

４

１１月の糖尿病月間における啓発活動



就学時健康診断における保護者向け健康講座

10月 11月 合計

188人 184人 372人

・日時
令和7年10月～11月に市内小学校で実施

・対象
就学時健康診断に来校したこどもの保護者
（実施希望校のみ）

・周知方法
校長会への説明

・実施方法
小学校より依頼を受け、15分から45分の時間で
生活習慣病予防をテーマに講話を実施

・実施結果（実施校及び参加人数）

45校中5校

小学校・中学校・高等学校への健康づくりに関する健康情報記事データの提供

・対象
市内小学校、中学校、高等学校の
保護者および生徒 ※一部希望校のみ

・周知方法
学校保健安全担当室および
学校長へ依頼

・実施方法
学校保健安全担当室へ健康
情報記事データを提供

（内容）
睡眠・アルコール・喫煙・
こころの健康・生活習慣

～関連分野～
１- 全分野
2-（1）（2）（3）

～関連分野～
１-（3）（4）（5）
2-（1）（3）

新規

新規

５＜小学生向け＞ ＜中学生向け＞＜保護者向け＞

糖尿病に関する周知啓発

青壮年層への取組
2-（3）糖尿病の発症予防・重症化予防【重点的な取組】



令和７年７月２５日 広報まつど フレイル予防編

～関連分野～
１-（1）（2）
2-（4）-（5）
3-（2）新規

・目的
特集号を作成し、フレイル予防
に関する情報を幅広く市民に届
け見てもらうことで、自然と
フレイル予防に取り組む人の
増加につながる。

・発行先
広報まつど購読世帯
新聞購読世帯
市公共施設 44箇所
駅及び店舗 30箇所
コンビニ 82箇所
郵便局 40箇所

・発行部数

141，000部

＜運動にも関連性の高いたんぱく質を切り口に、若い世代を含め、
幅広い世代の関心が高まるよう広報を作成＞

６

健康づくりにおける周知啓発
２-（４）フレイル予防の推進【重点的な取組】、３-（１）健康づくりネットワークの強化



・フレイル予防に資する講演会を実施

テーマ「動けるカラダを保つために」
宗像薫医師（八柱みどりの整形外科）による講話

            

・セブン－イレブン常盤平駅前店デジタルサイネージに
PR動画を掲載

～関連分野～
全分野

７

新規

・参加者数
講演会参加人数：２５０人

健康づくりにおける周知啓発
３-（１）健康づくりネットワークの強化

まつど健康ハッピーフェスタ2025
（講演会・デジタルサイネージの活用）について



「１ 健康的な生活習慣の実践」

・自然に健康的な食生活を実践することができる食環境づくりとして、コンビ

ニエンスストアやスーパーと連携したイベントやPOP啓発等を実施。

・健康経営表彰等の仕組みの検討。

・就労世代を対象とした歯周病予防の啓発と歯科健診受診促進。

「２ 心身の生活機能の維持・向上」

・小学校就学時健診における青壮年期（保護者）向け健康講座の継続。

・がん検診受診率向上につなげるため、SNS・動画等を活用した周知啓発の継続。

・スーパーやドラッグストア等における特定健康診査の受診啓発ポスター掲示。

・市内ショッピングモールでの特定保健指導の実施。

・糖尿病治療中断者への対応を強化。

「３ 健康につながる環境づくり」

・健康づくりにおけるコンビニエンスストアのデジタルサイネージの有効活用。

・まつど健康マイレージの魅力あるインセンティブの内容向上。

・企業や健康松戸21応援団との健康づくり協働イベントを開催。

今後の主な取組予定について

８
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